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結成15年・JR20年の節
目を越え、安全の確立を
基礎に、JR連合に総結集
して未来を切り拓こう！�

都営三田線のホームゲートの作動状態など
を見学した第6回安全検討会

賃金問題専門委員会は第7回委員会で最終
答申をまとめた

事故現場近くに設けられた献花台に献花するJR連
合、単組の代表

福知山線事故から3年
しめやかに追悼慰霊式

「安全確立」の誓い新たに
　
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
事
故
か
ら
三

年
を
迎
え
た
四
月
二
十
五
日
、

兵
庫
県
尼
崎
市
内
で
追
悼
慰
霊

式
が
し
め
や
か
に
営
ま
れ
た
。

　
慰
霊
式
に
は
ご
遺
族
、
負
傷

さ
れ
た
方
が
た
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

の
山
崎
社
長
以
下
役
員
・
幹

部
、
冬
柴
国
交
省
大
臣
、
関
係

自
治
体
関
係
者
な
ど
千
三
百
人

余
が
参
列
し
た
。
事
故
が
発
生

し
た
九
時
十
八
分
に
は
参
列
者

全
員
が
黙
と
う
し
た
。

　
冬
柴
大
臣
と
山
崎
社
長
は
、

二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
故
を
繰

り
返
さ
な
い
決
意
を
込
め
た
追

悼
の
辞
を
述
べ
た
。
遺
族
代
表

は
「
一
つ
の
家
庭
を
築
く
の
に

何
十
年
と
か
か
る
が
、
崩
壊
さ

せ
る
の
は
数
秒
だ
。
Ｊ
Ｒ
は
こ

の
こ
と
を
忘
れ
ず
、
遺
族
、
負

傷
者
の
思
い
に
応
え
て
欲
し

い
」
と
慰
霊
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　
こ
の
後
、
参
列
者
が
祭
壇
に

花
を
手
向
け
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
角
田
会

長
、
松
尾
事
務
局
長
、
荻
山
企

画
部
長
、
Ｊ
Ｒ
七
単
組
の
代
表

が
参
加
し
、
安
全
の
確
立
を
誓

い
、
献
花
し
た
。
先
立
ち
、
事

故
現
場
近
く
に
設
け
ら
れ
た
献

花
台
に
も
献
花
し
た
。

着
実
に
進
む
被
害
者
救
済
運
動

着
実
に
進
む
被
害
者
救
済
運
動�

着
実
に
進
む
被
害
者
救
済
運
動�

会
社
に「
署
名
簿
」を
提
出

東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
三
役
が

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
は
四

月
二
十
五
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と
加

盟
単
組
が
組
織
を
あ
げ
て
取
り

組
ん
で
集
約
し
た
「
Ｊ
Ｒ
東
日

本
に
お
け
る
組
合
暴
力
に
よ
る

被
害
者
の
救
済
と
安
心
し
て
働

け
る
職
場
と
安
全
の
確
立
を
求

め
る
署
名
」
簿
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本

本
社
に
提
出
し
た
。

　
今
井
委
員
長
を
は
じ
め
本
部

三
役
は
こ
の
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の

全
国
の
仲
間
の
協
力
を
得
て
集

約
し
た
署
名
簿
と
、
連
合
傘
下

構
成
組
織
な
ど
多
く
の
組
織
か

ら
賛
同
を
得
た
団
体
署
名
を
会

社
側
に
提
出
し
、
吉
田
光
晴
氏

（
浦
和
電
車
区
事
件
の
被
害
者
）

の
復
職
、
佐
藤
久
雄
氏
（
三
鷹

電
車
区
事
件
の
被
害
者
）
の
運

転
士
へ
の
復
帰
を
早
期
に
実
現

す
る
よ
う
求
め
た
。

「
規
律
あ
る
職
場
づ
く
り
」要
請
書
も

　
こ
の
署
名
簿
の
提
出
と
同
時

に
、
角
田
Ｊ
Ｒ
連
合
会
長
と
今

井
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
委
員

長
の
連
名
に
よ
る
「
規
律
あ
る

職
場
づ
く
り
に
向
け
た
要
請
」

を
同
社
の
清
野
社
長
に
あ
て
提

出
し
、
同
種
事
件
の
再
発
防
止

を
強
く
求
め
た
。

　
要
請
書
で
は
、
「
東
日
本
会

社
の
職
場
で
は
い
わ
ゆ
る
『
浦

和
電
車
区
事
件
』
を
は
じ
め
、

最
大
労
組
の
役
員
ら
が
職
場
規

律
を
著
し
く
乱
す
由
々
し
き
事

態
が
発
生
し
て
き
た
。
い
ま
も

彼
ら
に
反
省
の
姿
勢
は
な
い
」

と
指
摘
。
「
規
律
あ
る
職
場
秩

序
と
社
員
の
人
権
を
守
る
こ
と

は
、
人
命
を
預
か
る
Ｊ
Ｒ
の
企

業
と
し
て
の
当
然
の
使
命
で
あ

る
」
と
強
調
し
て
い
る
。

　
そ
の
う
え
で
「
多
数
の
人
命

を
預
か
る
わ
が
国
最
大
の
鉄
道

事
業
者
と
し
て
、
内
外
の
声
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
不
幸
な
事

件
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
よ

う
、
規
律
あ
る
職
場
秩
序
を
確

保
し
、
社
員
が
お
互
い
に
信
頼

し
合
い
、
安
心
し
て
働
け
る
職

場
を
築
く
」
こ
と
を
強
く
要
請

し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
浦
和
電
車

区
事
件
、
三
鷹
電
車
区
事
件
と

も
に
、
被
害
者
救
済
を
求
め
る

裁
判
手
続
は
着
実
に
進
ん
で
い

る
。
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
今
回
の
署

名
簿
と
要
請
書
の
提
出
を
契
機

と
し
て
、
運
動
の
結
実
に
向
け

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

13日現在

グ
ル
ー
プ
34
単
組
が
妥
結

ベ
ア
獲
得
は
12
単
組

　
Ｊ
Ｒ
連
合
グ
ル
ー
プ
労
組
連

絡
会
に
加
盟
す
る
労
働
組
合
の

〇
八
春
季
生
活
闘
争
は
大
詰
め

を
迎
え
、
続
々
と
妥
結
し
て
い

る
。
未
妥
結
単
組
も
粘
り
強
く

交
渉
を
展
開
し
て
お
り
、
各
単

組
の
奮
闘
が
う
か
が
え
る
る
。

　
五
月
十
三
日
現
在
で
妥
結
の

報
告
の
あ
っ
た
単
組
は
三
十
四

単
組
。
要
求
提
出
の
報
告
の
あ

っ
た
七
十
三
単
組
の
う
ち
四
六

・
六
％
が
妥
結
し
た
。
エ
リ
ア

別
に
見
る
と
、
Ｊ
Ｒ
東
海
連
合

が
十
七
単
組
中
十
一
単
組
、
Ｊ

Ｒ
西
日
本
連
合
が
四
十
六
単
組

中
十
七
単
組
、
Ｊ
Ｒ
四
国
連
合

が
四
単
組
中
三
単
組
、
Ｊ
Ｒ
九

州
連
合
が
六
単
組
中
三
単
組
が

妥
結
し
た
。
　

　
定
期
昇
給
を
確
保
し
た
単
組

は
三
十
二
単
組
、
ベ
ア
を
獲
得

し
た
単
組
は
十
二
単
組
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
一
時
金
増
額
、

家
族
手
当
の
改
善
、
初
任
給
の

増
額
な
ど
の
成
果
を
あ
げ
て
い

る
。
非
正
規
労
働
者
の
待
遇
改

善
に
つ
い
て
も
多
く
の
単
組
が

獲
得
し
て
い
る
。

新
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
へ

政
策
委
員
会
が
意
思
統
一

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
四
月
九
日
、
第

五
回
政
策
委
員
会
を
開
き
「
新

中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
（
略

称
＝
新
ビ
ジ
ョ
ン
）
」
策
定
に

向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
意
思
統
一
し
た
。
新
ビ
ジ

ョ
ン
は
約
一
年
間
の
検
討
と
協

議
を
経
て
、
来
年
の
定
期
大
会

に
報
告
す
る
予
定
だ
。

　
新
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
「
Ｊ
Ｒ
連

合
が
め
ざ
す
雇
用
・
労
働
の
あ

り
方
」
を
打
ち
出
す
。
内
容
は

①
雇
用
・
業
務
体
制
（
働
き
方
）

の
あ
り
方
②
生
活
改
善
闘
争
③

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

④
グ
ル
ー
プ
全
体
の
取
り
組
み

⑤
そ
の
他
、
と
な
っ
て
い
る
。

検
討
す
る
内
容

　
①
「
雇
用
・
業
務
体
制
（
働

き
方
）
の
あ
り
方
」
で
は
、
Ｊ

Ｒ
が
安
全
に
運
行
し
続
け
る
に

は
、
社
員
が
高
い
モ
ラ
ル
を
持

ち
続
け
、
経
験
、
技
術
、
技
能
、

知
識
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
、
雇
用
の
流
動
化
が
進
む

今
日
で
も
、
Ｊ
Ｒ
は
長
期
雇
用

と
一
定
の
年
功
賃
金
を
維
持
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
立

場
で
検
討
を
進
め
る
。

　
②
「
生
活
改
善
闘
争
」
で
は

賃
金
水
準
の
引
き
上
げ
に
対
す

る
認
識
は
変
わ
ら
な
い
が
、
総

合
労
働
条
件
改
善
と
し
て
の
位

置
づ
け
が
強
ま
る
な
か
で
、
賃

金
問
題
専
門
委
の
中
間
報
告
、

〇
八
春
闘
結
果
を
踏
ま
え
、
Ｊ

Ｒ
連
合
と
し
て
よ
り
実
効
性
の

あ
る
闘
争
構
築
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
の
立
場
で
検
討
す

る
。

　
③
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
」
で
は
、
女
性
の
就
業

形
態
の
「
多
様
化
」
が
進
ん
だ

が
、
生
活
領
域
の
性
別
分
担
は

変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
仕
事
と
生

活
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
負
荷
は

女
性
に
集
中
し
て
い
る
。
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実

現
す
る
た
め
に
は
職
場
に
お
け

る
働
き
方
そ
の
も
の
を
見
直
す

こ
と
が
不
可
欠
と
の
立
場
か
ら

検
討
を
進
め
る
。

　
④
「
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
取

り
組
み
」
で
は
、
グ
ル
ー
プ
会

社
の
人
事
・
賃
金
制
度
は
、
定

期
昇
給
や
賃
金
制
度
が
確
立
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
制
度
が

あ
っ
て
も
生
計
費
に
見
合
っ
た

賃
金
カ
ー
ブ
が
描
け
て
い
な
い

会
社
が
あ
る
な
ど
、
中
期
的
視

点
か
ら
問
題
点
が
多
く
見
ら
れ

る
。
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
会
社

で
労
働
者
が
生
き
が
い
の
持
て

る
人
事
・
賃
金
制
度
を
確
立
す

る
必
要
が
あ
る
と
の
立
場
で
検

討
を
進
め
る
。

　
⑤
「
そ
の
他
」
で
は
、
福
利

厚
生
制
度
の
あ
り
方
、
国
政
に

求
め
る
事
項
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
る
。

賃金問題専門委員会

最終答申まとめる

　
Ｊ
Ｒ
連
合
の
賃
金
問
題
専
門

委
員
会
は
五
月
十
二
日
、
第
七

回
委
員
会
を
開
き
、
第
十
六
回

定
期
大
会
で
決
定
し
た
方
針
に

も
と
づ
き
、
執
行
部
か
ら
諮
問

さ
れ
て
い
た
今
後
の
取
り
組
み

課
題
に
つ
い
て
「
最
終
答
申
」

を
ま
と
め
た
。
内
容
は
、
十
四

日
に
開
か
れ
た
執
行
委
員
会
に

報
告
さ
れ
た
。
六
月
十
一
、
十

二
日
に
開
か
れ
る
定
期
大
会
で

も
報
告
さ
れ
る
。
　

　
「
最
終
答
申
」
で
「
今
後
の

課
題
」
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い

る
事
項
は
次
の
通
り
。

　
１
、
賃
金
水
準
の
い
っ
そ
う

の
引
き
上
げ
に
向
け
た
運
動
の

展
開

　
２
、
目
標
賃
金
（
上
位
目
標
、

必
達
目
標
な
ど
）
の
到
達
に
向

け
て

　
３
、
成
果
表
示
の
あ
り
方

　
４
、
「
春
闘
」
の
強
化
に
向

け
て

安全検討会

都
営
三
田
線
Ａ
Ｔ
Ｏ

な
ど
を
見
学
し
交
流

　
Ｊ
Ｒ
連
合
の
第
六
回
業
種
間

安
全
検
討
会
は
四
月
十
五
日
、

都
市
交
・
東
京
交
通
労
組
の
は

か
ら
い
を
得
て
、
都
営
地
下
鉄

三
田
線
の
諸
設
備
を
見
学
し
、

意
見
交
換
し
た
。

　
三
田
線
は
二
〇
〇
〇
年
か
ら

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
、

Ａ
Ｔ
Ｏ
（
自
動
列
車
運
転
装
置
）

に
よ
る
自
動
運
行
が
行
わ
れ
て

い
る
安
全
対
策
の
先
進
線
区
。

Ｊ
Ｒ
に
は
な
い
設
備
や
業
務
実

態
に
つ
い
て
学

び
、
有
意
義
な

検
討
会
と
な
っ

た
。

　
安
全
検
討
会

参
加
メ
ン
バ
ー

は
三
田
駅
、
白

金
高
輪
駅
の
ホ

ー
ム
ゲ
ー
ト
や

駅
内
勤
で
の
監

視
体
制
を
見
学

後
、
運
転
室
に

添
乗
し
、
Ａ
Ｔ

Ｏ
に
よ
る
ワ
ン

マ
ン
運
転
と
各
駅
で
の
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ト
の
取
り
扱
い
の
様
子
を

見
学
し
た
。
検
修
所
、
工
場
、

運
輸
指
令
も
見
学
し
、
乗
務
区

の
管
理
者
や
運
転
士
と
意
見
交

換
し
た
。
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ト
に
よ

る
安
全
性
を
見
聞
し
た
ほ
か
、

Ａ
Ｔ
Ｏ
導
入
ま
で
の
労
使
協
議

な
ど
の
経
緯
、
現
状
の
課
題
と

取
り
組
み
、
運
転
士
の
意
識
、

指
令
を
含
め
た
人
事
運
用
・
人

材
養
成
の
実
態
、
検
修
部
門
に

お
け
る
技
術
継
承
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
っ
て
質
疑
応
答
し
、
理

解
を
深
め
た
。

　
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ト
の
問
題
点
と

改
良
に
む
け
た
問
題
意
識
や
、

機
械
化
が
進
む
中
で
の
駅
係
員

の
重
要
性
な
ど
、
現
場
な
ら
で

は
の
興
味
深
い
意
見
も
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

安
全
対
策
委
も
開
く

　
同
検
討
会
に
先
立
ち
第
四
回

安
全
対
策
会
議
を
開
き
、
今
年

度
の
共
通
テ
ー
マ
で
あ
る
「
人

材
育
成
と
技
術
・
技
能
の
継

承
」
に
つ
い
て
各
単
組
が
実
態

や
課
題
を
報
告
、
討
議
し
た
。

　
ま
た
、
四
月
一
日
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
西
日
本
「
安

全
基
本
計
画
」
の
策
定
経
過
や

内
容
の
報
告
も
受
け
、
意
見
交

換
し
、
理
解
を
深
め
た
。
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東京・代々木公園でのメーデー中央大会には在京単
組の組合員300人が参加した

国
会
で

頑
張
っ
て
ま
す

Ｊ
Ｒ
連
合
議
員
懇

活
動
報
告

⑥

「
交
通
基
本
法
案
」

実
現
に
ご
支
援
を

議
員
懇
幹
事
　

細
川
律
夫

　
日
頃
よ
り
Ｊ
Ｒ
連
合
の
皆

さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
い
ま
は
党
内
で
主

に
法
務
と
労
働
政
策
を
担
当

し
て
い
ま
す
が
、
初
当
選
以

来
、
運
輸
委
員
会
と
国
土
交

通
委
員
会
所
属
が
も
っ
と
も

多
く
、
交
通
・
運
輸
に
関
す

主
義
に
か
た
よ
っ
た
政
府
・

与
党
の
政
策
を
批
判
し
、
提

言
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
一
つ
が
「
交
通
基
本

法
案
」
で
あ
り
、
若
干
修
正

を
加
え
な
が
ら
現
在
も
衆
議

院
に
提
案
を
し
て
い
ま
す
。

本
原
理
と
基
本
的
な
施
策
を

定
め
た
も
の
で
す
。
こ
の
法

案
は
、
交
運
労
協
の
皆
さ
ま

と
の
共
同
制
作
と
い
っ
て
も

い
い
も
の
で
す
。
　

　
Ｊ
Ｒ
連
合
の
組
合
員
の
皆

さ
ま
に
も
ご
理
解
い
た
だ
き

交
通
政
策
の
普
及
と
労
働
組

合
の
運
動
を
一
体
的
に
進
め

る
と
い
う
形
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
政
権
交
代
ま
で
あ
と
ひ
と

押
し
の
と
こ
ろ
ま
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。
（
衆
議
院
議
員
・
党

ネ
ク
ス
ト
法
務
大
臣
・
埼
玉

三
区
）

る
政
策
を
中
心
に
議
員
活
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の

な
か
で
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー

法
、
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
推
進

法
な
ど
の
議
員
立
法
に
も
た

ず
さ
わ
り
、
安
全
と
環
境
を

守
る
立
場
か
ら
、
競
争
原
理

内
容
は
、
鉄
道
や
バ
ス
な
ど

の
公
共
交
通
や
物
流
に
つ
い

て
、
安
全
性
や
利
便
性
、
地

域
交
通
の
確
保
な
ど
国
民
の

福
利
を
第
一
に
考
え
、
「
移

動
す
る
権
利
」
を
中
心
に
据

え
な
が
ら
、
交
通
政
策
の
基

西
バ
ス

地
　
本

国
交
省
通
達
は
守
ら
れ
て
い
る
か

ツ
ア
ー
バ
ス
の
実
態
調
査

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
西
バ
ス
地
方
本

部
は
三
月
三
十
、
三
十
一
日
の

両
日
、
組
合
員
八
十
人
が
参
加

し
て
早
朝
と
深
夜
に
、
大
阪
・

神
戸
・
京
都
・
金
沢
な
ど
の
管

内
主
要
八
駅
付
近
で
ツ
ア
ー
バ

ス
に
対
す
る
国
土
交
通
省
の
通

達
（
二
〇
〇
七
年
十
二
月
十
四

日
）
「
①
交
替
運
転
手
の
休
息

の
た
め
の
座
席
の
確
保
の
徹
底

②
旅
客
の
乗
降
時
に
お
け
る
安

全
の
確
保
」
が
遵
守
さ
れ
て
い

る
か
を
調
べ
る
実
態
調
査
を
行

っ
た
。

　
調
査
の
結
果
、
ツ
ア
ー
バ
ス

の
車
両
は
一
部
で
減
少
傾
向
に

あ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
バ

ス
停
や
交
差
点
・
歩
道
を
占
拠

し
た
り
、
車
や
人
の
通
行
を
妨

げ
、
乗
客
の
安
全
を
確
保
し
な

い
で
乗
降
扱
い
を
し
て
い
る
実

態
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連
絡
会
は

格
安
運
賃
を
売
り
物
に
す
る
ツ

ア
ー
バ
ス
の
横
行
が
、
既
存
の

バ
ス
事
業
者
の
経
営
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、

安
全
運
行
に
も
重
大
な
支
障
を

も
た
ら
し
て
い
る
可
能
性
が
高

い
と
の
判
断
か
ら
一
昨
年
と
昨

年
、
ツ
ア
ー
バ
ス
の
実
態
調
査

に
取
り
組
ん
だ
。

　
こ
の
実
態
調
査
で
明
ら
か
に

な
っ
た
問
題
点
を
国
土
交
通
省

と
関
係
省
庁
に
提
起
し
、
対
策

を
求
め
て
き
た
。
あ
ず
み
の
観

光
バ
ス
の
事
故
発
生
も
あ
り
、

　
「
国
民
の
声
を
聞
け
」
「
今

こ
そ
政
策
転
換
を
」
。
連
合
は

四
月
二
十
四
日
、
通
常
国
会
ヤ

マ
場
に
向
け
た
街
頭
宣
伝
行
動

を
実
施
し
た
。
小
雨
の
降
る
な

か
、
構
成
組
織
の
組
合
員
ら
が

有
楽
町
の
マ
リ
オ
ン
前
で
、
暫

定
税
率
復
活
反
対
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
見
直
し
、
年
金

記
録
問
題
の
早
期
解
決
を
訴
え

る
チ
ラ
シ
を
配
っ
た
。

　
e
木
剛
連
合
会
長
は
、
三
月

末
に
廃
止
と
な
っ
た
ガ
ソ
リ
ン

税
な
ど
の
暫
定
税
率
が
自
民
、

公
明
両
党
に
よ
っ
て
復
活
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
「
世

論
を
無
視
し
た
対
応
を
許
し
て

は
な
ら
な
い
」
と
厳
し
く
批
判

し
た
。

　
ま
た
、
七
十
五
歳
以
上
の
全

員
か
ら
保
険
料
を
徴
収
す
る
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
怒
り

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
、
「
『
長
寿
医
療
制
度
』
と

雨の降るなか、有楽町マリオン前で、政策
転換を訴えるq木連合会長

言
葉
だ
け
で
ご

ま
か
そ
う
と
し

て
い
る
。
廃
止

し
て
見
直
す
こ

と
が
必
要
だ
」

と
強
調
し
た
。

年
金
記
録
問
題

で
も
早
期
解
決

を
訴
え
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
の
確
立

が
必
要
だ
と
訴

え
た
。

ス
ト
ッ
プ

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
格
差
社
会
前
面
に

格
差
社
会
前
面
に�
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
格
差
社
会
前
面
に�

メ
ー
デ
ー

中
央
大
会

四
万
五
千
人
が
参
加

　
連
合
は
四
月
二
十
六
日
、
東
京
・
代
々
木
公
園
で
第
七
十

九
回
メ
ー
デ
ー
中
央
大
会
を
開
い
た
。
四
万
五
千
人
を
超
え

る
組
合
員
が
参
加
し
た
。
来
賓
と
し
て
舛
添
要
一
厚
生
労
働

大
臣
、
小
沢
一
郎
民
主
党
代
表
、
福
島
み
ず
ほ
社
民
党
党

首
、
亀
井
久
興
国
民
新
党
幹
事
長
な
ど
が
出
席
し
、
あ
い
さ

つ
し
た
。
会
場
の
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に
は
六
十
七
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
労
働
組
合
や
政
党
な
ど
が
模
擬
店
を
出
し
、

大
道
芸
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
各
国
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
カ
ー

も
軒
を
連
ね
る
な
ど
、
労
働
者
の
祭
典
は
、
今
年
も
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。

　
集
会
に
は
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
Ｊ

Ｒ
東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
、
Ｊ
Ｒ
東

海
ユ
ニ
オ
ン
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
東

京
支
部
、
貨
物
鉄
産
労
、
東
海

連
合
の
Ｊ
Ｒ
東
海
パ
ッ
セ
ン
ジ

ャ
ー
ズ
労
組
の
組
合
員
な
ど
約

三
百
人
が
参
加
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ

つ
し
た
高
木
連
合
会
長
は
「
春

闘
交
渉
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ

お
お
む
ね
昨
年
並
み
で
、
中
小

や
パ
ー
ト
で
は
賃
金
引
き
上
げ

を
実
現
し
た
と
こ
ろ
も
多
い
。

し
か
し
、
個
人
消
費
の
改
善
と

い
う
目
的
は
十
分
果
た
せ
な
か

っ
た
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
格

差
社
会
の
拡
大
に
強
い
懸
念
を

示
し
、
「
非
正
規
問
題
は
格
差

社
会
是
正
の
最
大
の
課
題
で
あ

り
、
私
た
ち
の
職
場
に
か
か
わ

る
問
題
だ
」
と
述
べ
、
運
動
へ

の
さ
ら
な
る
協
力
を
訴
え
た
。

　
さ
ら
に
「
ね
じ
れ
国
会
」
の

動
向
に
言
及
し
、
ガ
ソ
リ
ン
税

な
ど
の
暫
定
税
率
関
連
法
と
道

路
整
備
特
別
措
置
法
の
再
議
決

に
は
反
対
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
は
廃
止
を
含
め
た
抜
本
的

見
直
し
の
必
要
が
あ
る
と
の
考

え
方
を
示
し
た
。

　
式
典
で
は
連
合
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
「
自
ら
の
可
能
性
を

開
花
で
き
る
社
会
」
の
実
現
に

向
け
て
、
と
も
に
行
動
す
る
」

共
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
採
択
。
ま

た
「
来
る
衆
院
選
で
の
政
権
交

代
の
実
現
」
「
世
界
の
恒
久
平

和
の
実
現
や
人
権
侵
害
の
救

済
」
「
格
差
是
正
の
実
現
」
な

ど
を
う
た
っ
た
メ
ー
デ
ー
宣
言

と
と
も
に
、
「
ガ
ソ
リ
ン
税
等

の
暫
定
税
率
の
復
活
反
対
」「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
」

「
年
金
記
録
問
題
の
早
急
な
解

決
」
を
求
め
る
特
別
決
議
を
採

択
し
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
し

め
く
く
っ
た
。

「
非
正
規
労
働

メ
ー
デ
ー
」も

　
午
後
か
ら
は
代
々
木
公
園
野

外
音
楽
堂
で
、
連
合
と
し
て
は

初
め
て
の
「
非
正
規
労
働
メ
ー

デ
ー
」
を
開
催
。
「
労
働
者
の

使
い
捨
て
は
許
さ
な
い
」
を
テ

ー
マ
に
、
高
木
会
長
と
作
家
の

雨
宮
処
凛
さ
ん
ら
が
ト
ー
ク
セ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
ザ
・
ニ
ュ

ー
ス
ペ
ー
パ
ー
の
コ
ン
ト
が
イ

ベ
ン
ト
に
花
を
添
え
た
。

安
全
の
徹
底
求
め

ツ
ア
ー
バ
ス
問
題
は
社
会
的
に

も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

国
会
で
は
Ｊ
Ｒ
連
合
議
員
懇
の

三
日
月
、
伴
野
両
衆
議
員
が
実

態
調
査
の
報
告
を
取
り
上
げ
、

国
土
交
通
大
臣
の
実
情
視
察
が

実
現
し
た
。
そ
の
後
、
国
土
交

通
省
は
、
貸
切
事
業
者
の
特
別

監
査
や
「
貸
切
バ
ス
に
関
す
る

安
全
等
検
討
委
員
会
」
の
設
置

等
の
通
達
を
出
す
な
ど
の
対
応

を
取
っ
て
き
た
。

国
交
省
通
達
と
は

　
国
土
交
通
省
が
出
し
た
昨
年

の
通
達
で
は
、
新
た
に
駐
停
車

禁
止
場
所
（
道
路
交
通
法
第
四

十
四
条
）
に
お
け
る
乗
降
扱
い

の
禁
止
、
交
替
運
転
士
の
座
席

の
確
保
な
ど
を
内
容
と
す
る
安

全
運
行
の
確
保
の
徹
底
を
促
す

通
達
を
発
す
る
と
と
も
に
、
同

省
は
警
察
庁
に
違
反
車
両
の
取

り
締
り
も
要
請
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
西
バ
ス
地
本
の

取
り
組
ん
だ
三
月
末
の
実
態
調

査
は
こ
の
通
達
が
遵
守
さ
れ
て

い
る
か
を
行
っ
た
も
の
で
、
道

路
交
通
法
で
定
め
る
駐
停
車
禁

止
場
所
で
ツ
ア
ー
バ
ス
が
乗
降

扱
い
を
し
て
い
な
い
か
な
ど
を

調
査
し
た
も
の
だ
。

　
調
査
結
果
は
交
運
労
協
を
通

じ
国
土
交
通
省
や
関
係
省
庁
に

提
出
し
、
今
後
の
運
動
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

パ
ー
ト
共
闘
が
ヒ
ア
リ
ン
グ

東
海
キ
ヨ
ス
ク
労
組

非
正
規
の
組
織
化
で

　
連
合
の
パ
ー
ト
共
闘
会
議
に

は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
は
じ
め
二
十

二
構
成
組
織
が
参
加
し
て
い

る
。
同
共
闘
会
議
は
、
法
令
遵

守
と
「
パ
ー
ト
だ
か
ら
」
と
い

う
考
え
方
に
起
因
す
る
差
別
的

取
り
扱
い
を
排
除
し
、
労
使
交

渉
に
よ
っ
て
均
等
・
均
衡
待
遇

の
実
現
を
め
ざ
し
て
活
動
を
続

け
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
非
正
規
労
働
者

の
組
織
化
と
労
働
条
件
の
均
等

・
均
衡
待
遇
、
底
上
げ
に
向
け

て
、
単
組
が
活
用
し
や
す
い
中

期
方
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
中
期
方
針
策
定
に
役
立
て
る

た
め
、
非
正
規
労
働
者
の
組
織

化
に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
単
組
を
対
象
と
す
る
組
織
化

実
態
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

処
遇
や
労
働
条
件

な
ど
も
聞
き
取
り

　
四
月
十
五
日
に
は
、
Ｊ
Ｒ
東

海
連
合
の
東
海
キ
ヨ
ス
ク
労
働

組
合
（
鈴
木
之
生
委
員
長
）
に

対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ

れ
、
①
非
正
規
労
働
者
を
組
織

化
す
る
に
至
っ
た
背
景
、
き
っ

か
け
②
組
織
化
の
実
践
③
組
織

化
後
の
取
り
組
み
④
非
正
規
労

働
者
の
処
遇
、
労
働
条
件
―
―

な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

　
調
査
に
は
、
連
合
非
正
規
労

働
セ
ン
タ
ー
の
水
谷
局
長
、
同

セ
ン
タ
ー
杉
山
氏
が
名
古
屋
市

の
東
海
キ
ヨ
ス
ク
労
働
組
合
事

務
所
を
訪
問
し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
の
池
上
グ

ル
ー
プ
労
組
担
当
部
長
、
菅
沼

Ｊ
Ｒ
東
海
連
合
事
務
局
長
（
Ｊ

Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
副
委
員
長
）

も
同
行
し
た
。

連合が街宣

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
見
直
し
な
ど

組
合
員
80
人
が
二
日
間


